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有限会社エー・ディー・ディー

౰ࣾは、製造現場における製品、設備、؅理システムͳ
Ͳの設計ࢧԉを͏ߦとと΋に、ল力化機器の開発や設計に
Θͬている。メカトロニクス設計、ハード設計、ソフトウェܞ
ア設計のエキスパート͕ଗ͏౰ࣾは、その技術力を活͔し、
電気計測機器「オシロスコープ」の簡易型化と低価格化に
௅Ήこととした。

աとと΋に電気信߸͕ม化してい༷͘子を、リアܦのؒ࣌
ルタイムでモニターにөし出し、電気信߸のม化を؍測する
オシロスコープは、大き͘、そしてॏ量΋͋り、電څڙݯ΋
ඞཁͳこと͔Βਾえ置き型͕一ൠ的で͋り、価格΋高価ͳ΋
の͕ଟい。このため、使用場所͕ݶΒれるとい͏఺͕௕೥
の՝୊で͋ͬた。ここにண目した౰ࣾは、ワイヤレスでߦܞ
͕Մ能ͳ「ペン型オシロスコープ」の開発を開࢝した。

このペン型オシロスコープの電気信߸の表示機器は、ܞ
にศ利ͳスマートフォンやタブレットߦ 1C を૝定。ペン型
オシロスコープとアプリέーションؒの通信は、ۙڑ཭ແઢ
通信͕Մ能ͳ Bluetooth を採用した。その理༝は、信߸ઢ
をඞཁとしͳいため、表示画面と計測端末のڑ཭やҐ置関
い作業現場で΋容易に計測をڱ、に制約͕ͳいことにより܎
こと͕できる。·た、オシロスコープと並Μでଟ用される͏ߦ

「ճ࿏テスター」で͋る͕、ペン型端末オシロスコープと一
体化すること΋開発の大きͳテーマとͳͬた。電ѹ、電ྲྀ、
఍߅ͳͲの電気量を測定し、データ表示するճ࿏テスター

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

ペン型端末のᝒ体、内部の基板、基板上のマイコン内で
測定データのऩ集を制御する組み込みソフトウェア、スマー
トフォン、タブレット 1C で測定データの表示を͏ߦアプリ
έーションの開発͕ओͳ実ࢪ内容で͋る。·ͣは仕༷の作
成にண手するとと΋に、組み込みソフトウェアと AOESoiE ア
プリέーションの開発ڥ؀の構築をͬߦた。·た、試作用
基板を手組みで作成し、一次試作基板とした。

一次試作基板͔Β Bluetooth でసૹされる測定データを
スマートフォン、タブレット 1C 上で表示するアプリέーショ
ンを作成。Ϣーβーの使いউ手や利ศ性を研究し、ೋ次試
作用アプリέーションの開発を進めた。·た、プリント基板
のೋ次試作を進めͳ͕Β、使用するマイコン機能の೺Ѳを
、マイコンのෛՙを軽減しͭͭ、ޙ成׬た。プリント基板ͬߦ
性能の向上とল力化の開発にண手した。

ᝑ体にͭいては、౰ॳ、ط成品のथࢷ製ᝑ体を૝定した
成品にペン型タイプはͳいため、新たに製作することط、͕
とした。軽量化のためにはथࢷ製͕最適で͋る͕、試作ஈ

੒Ռ
オシロスコープのペン型端末で計測した値を
ワイヤレスでスマートフォンに表示し、従来の
製品と同等のグラフ表示が可能となった。加
えて、データ保存や印刷機能を追加。オシロ
機能とテスター機能の利点を取り合わせた、
中間の価格帯を目指し製品化を図った。

Ңܦ
製造現場で多用され
る電気計測器「オシロ
スコープ」を携行サイ
ズのペン型にすること
により、利便性の向上
と低価格化を目指す。

಺༰ࢪ࣮
ペン型端末のソフトウェア開発、筐体、基
板、データを表示するスマートフォンのアプ
リケーション開発を実施。筐体は、軽量化を
図るため材料に樹脂を選択。3Dプリンター
による製作を試みた。通信には Bluetooth
を採用し、スマートフォンとの連携を図る。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

ਾえ置き型のैདྷ製品͔Β、ߦܞできるサイズのオシロス
コープ開発͕ຊ事業のୈ一の目的で͋ͬた。౰ॳは「ָに
ポέットにࠩせるタイプ」͕目ඪで͋ͬた͕、プリント基ڳ
板͕大き͘ ͳͬたことや、ボタン電஑͔Β単ࡾ電஑に仕༷ม
にͳͬたことͳͲ͕原Ҽとͳり、௕さߋ 2���DN、෯ 3�3DN、
高さ 3�3DN とい͏試作成Ռとͳͬた。し͔し、コードレス
でߦܞできる΄͔、計測ൣғやチϟンネル਺ͳͲ、౰ॳの
事業計画は֓ねୡ成すること͕できた。ॏ量΋ �25g と軽
量といえるൣғで試作をऴえた。

オシロスコープとճ࿏テスターの市場は、高価ͳ製品と
҆価ͳ製品とのೋ極化の܏向に͋る。ຊ事業の成Ռにより、
૒方の利఺を取り合Θせた中ؒの価格ଳとした製品の開発
を目ࢦす。

ຊ事業の成Ռで͋るペン型 Bluetoothオシロスコープは、
専用の計測端末（ペン型端末）と、スマートフォン、タブレッ
ト 1C を組み合Θせることにより、電気信߸の波形グラフ表
示をՄ能とした。ैདྷ品よりは͔ͳり小型で͋り、ճ࿏テス
ター機能΋備えたߦܞ性の高い製品で͋るとධ価している。

大型で͋る一ൠ的ͳオシロスコープにൺ΂、測定精度は
ややྼるきΒい΋みΒれる͕、ճ࿏テスター単体より΋高度
ͳデータ表示͕Մ能とͳͬた。·た、測定データのファイル
保ଘやクラウドサーバ上での共有、ҹ࡮΋Մ能としたことは、
ଟ༷化するニーズに適合した製品といえる。

製品化したޙのൢച先としては、機ց製造者、電気技術
者、組み込みソフトウェア開発者等、メカトロニクス関࿈の
市場をターήットとしている。ޙࠓ΋基板とᝑ体の改良やア
プリέーション表示の高速化、ൢചサイトの構築に౒めͳけ
れ͹ͳΒͳい。

その他（電気計測器）

製品・設備・管理システムなどの設計支援、省力
化機器・電子計測機器・付帯機器の開発・設計・
製造、Windowsアプリケーションソフト・ドライバソ
フトの開発 

は、元དྷ、ߦܞՄ能ͳ小型サイズで͋る͕、測定するॠؒ
の਺஋し͔表示できͣ、測定஋の波形をݟること͕できͳい。

౰ࣾでは、オシロスコープの波形表示機能とճ࿏テスター
のߦܞ性をซせ持ͪ、͔ͭ計測データのೋ次利用͕容易ͳ
機器にજ在的ニーズ͕͋るとߟえた。

֊で型を起こすことは༧ࢉ的にࠔ難で͋り、3D プリンター
によるᝑ体の作成をߟ案した。3D プリンターによる製造開
の性࣭とࢷは、使用するथޙ௚࢝ 3D プリンターの特性へ
の理ղ͕不଍していたためࠔ難を極めた。౰ॳ、ABS थࢷ
を材料として 3D プリンターで製作を試みたとこΖ、ྫྷえて
ると「൓り」͕大き͘ͳり、ᝑ体͕࿪Μでし·͏໰୊͕·ݻ
発生した。そこで材料を1LAथࢷに仕༷ม3、ߋDプリンター
の特性に合Θせてᝑ体を作成することとし、̑୆の試作品を
製作した。

3Dプリンター製作の筐体には、小型化を実現したプリント基板が
組み込まれている。

メカトロニクス設計、ハード設計、ソフトウェア設計
のエキスパートが揃う当社。

ペン型オシロスコープのデータは、スマートフォンやタブレットに表示。印刷も可能に。

開発当時を振り返る担当者の小西希さん。
実用化に向け、さらなる精査を目指す。

�� ��




